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令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

３
９
７
億
９
５
０
０
万
円
と
、
過
去
最
高

額
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
額

に
し
て
７
億
６
０
０
０
万
円
の
増
、
率
に
し
て

約
１
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
は
、
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
市
民

税
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
一
時
的
に
和
ら
ぐ
な
か
、
持
ち

直
し
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
増
収
を
見
込

み
、
固
定
資
産
税
も
、
３
年
度
に
実
施
さ

れ
た
中
小
企
業
等
へ
の
軽
減
措
置
が
終
了

す
る
こ
と
や
家
屋
の
新
築
件
数
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
増
収
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
４
年
度
か
ら
開
始
す
る
包
括

施
設
管
理
業
務
、
３
回
目
接
種
を
実
施
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
、
災
害
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け

る
総
合
体
育
館
空
調
設
備
導
入
工
事
な
ど

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

主 な 事 業 に 注目
未来をひらく人材を育て、確かな学びと文化が根付くまちづくり

・

◦特定教育・保育所等支援事業� 2,628,322
◦子どものための安全対策事業【新規】� 3,480
◦こどもの医療費支給事業【一部新規】� 361,276
◦小学校教育ICT環境整備事業� 259,935
　中学校教育ICT環境整備事業�
◦次世代育成・子ども子育て支援事業� 1,594

令和４年度 会計別当初予算額 （単位：千円）
一　般　会　計 39,795,000

特
別
会
計

国民健康保険事業 11,625,000
介護保険 8,992,000
北新宿第二土地区画整理事業 809,000
広田中央特定土地区画整理事業 137,000
後期高齢者医療 1,690,000
農業集落排水事業 152,000

計 23,405,000
公
営
企
業
会
計

水道事業会計 3,311,437
下水道事業会計 4,875,566

計 8,187,003
合　　　計 71,387,003

（単位：千円）

　３月定例会は、２月22日から３月22日までの29日間の会期で開かれ、市長から提出された「令和４年
度鴻巣市一般会計予算」など29件の議案について慎重審議し、すべての議案を原案のとおり同意・承認・
可決しました。
　また、委員会提出議案として１議案、議員提出議案として４議案が上程され、そのうち４議案は原案
のとおり可決しましたが、１議案は否決となりました。

審議議案審議議案

令和４年度鴻巣市一般会計予算決まる令和４年度鴻巣市一般会計予算決まる
輝く未来へ羽ばたく１年輝く未来へ羽ばたく１年

３月
定例会
2/22 ～ 3/22

都市機能と豊かな自然が調和した住みよい快適なまちづくり
・

◦空家等適正管理事業【一部新規】� 3,293
◦住宅リフォーム支援事業� 8,426
◦上尾道路接続市道整備事業【新規】� 6,000
◦大間近隣公園整備事業� 97,502
◦コウノトリの里づくり事業� 10,140

いきいきと健康で充実した生活を過ごせるまちづくり
・

◦保健衛生総務費庶務事業【一部新規】� 65,309
◦予防接種事業【一部新規】� 431,327
◦新型コロナウイルスワクチン接種事業� 374,850
◦重層的支援体制整備事業【新規】� 11,213
◦重度心身障害者医療費助成事業【一部新規】� 231,179

にぎわいと活力と魅力を創出できるまちづくり
・

◦中小企業者支援事業【一部新規】� 19,497
◦経営継承・発展支援事業【新規】� 4,000
◦こうのとりパートナー事業【一部新規】� 3,720
◦荒川河川敷花いっぱい事業� 17,247
◦にぎわい交流館管理運営事業【新規】� 20,880

安全・安心に暮らせるまちづくり
・

◦災害支援体制整備事業【一部新規】� 329,091
◦交通安全施設整備事業� 26,025
◦地球温暖化対策先導事業【一部新規】� 7,750
◦エコな住環境づくり事業【一部新規】� 10,244
◦上水道事業(建設事業関連)� 756,232

市民協働による一人一人が主役のまちづくり
・

◦DXを活用した言語の壁のない市役所研究事業【新規】�242
◦シティプロモーション推進事業【一部新規】� 7,251
◦ホームページシステム事業【一部新規】� 4,326
◦公有財産管理事業【一部新規】� 154,355
◦包括施設管理業務事業【新規】� 433,373
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よ
る
効
果
的
な
活
用
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
暫
定
利
用
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で

き
る
行
事
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、

公
民
館
と
の
連
携
し
た
文
化
展
示
な
ど
、

開
催
時
に
参
加
を
望
む
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

当初予算

済
生
会
加
須
病
院
と
協
定

三
次
救
急
受
入
れ
へ

問
済
生
会
加
須
病
院
と
の
協
定
で
３
０
０
０ 

万
円
の
予
算
が
計
上

さ
れ
、
市
民
に
と
っ
て

大
変
便
利
に
な
る
と

理
解
し
て
い
る
が
、
協

定
の
目
的
と
内
容
は
。

答
本
市
と
済
生
会
加

須
病
院
が
相
互
に
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
本

市
に
お
け
る
地
域
医
療
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
負
担
金
は
三
次
救
急
に
対
す
る

財
政
支
援
で
、
三
次
救
急
、
い
わ
ゆ
る
救

急
救
命
セ
ン
タ
ー
は
、
命
に
関
わ
る
重
篤

患
者
を
受
け
入
れ
、
高
度
な
救
命
医
療
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。
実
現
す
れ
ば
、
本

市
に
と
っ
て
最
も
近
い
三
次
救
急
医
療
機

関
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
川
越
の
埼
玉
医

科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
、
さ
い
た

ま
赤
十
字
病
院
な
ど
に
搬
送
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
近
く
に
短
時
間
で
の
搬
送
が
可
能

と
な
り
、
こ
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
を
軌

道
に
乗
せ
た
い
と
考
え
、
負
担
金
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

当初予算

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成

問
令
和
４
年
度
よ
り
、
帯
状
疱
疹
の
予
防

接
種
を
新
規
に
補
助
対
象
に
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
対
象
者
や
予
算
の
内
訳
は
。

答
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
、

２
回
接
種
す
る
も
の
と
１
回
接
種
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
、
50
歳
以
上

の
人
の
約
１
％
、
５
９
１
人
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
３
割
が
２
回
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
、
約
７
割
が
１
回
接
種
で
済

む
水
痘
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

積
算
の
根
拠
は
、
２
回
接

種
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
の

助
成
額
４
０
０
０
円
に
２

を
乗
じ
、
接
種
者
の
約
３

割
で
１
５
６
万
２
４
０
円
、
水
痘
ワ
ク
チ

ン
は
１
回
４
０
０
０
円
、
接
種
者
の
約
７

割
で
１
５
８
万
３
８
８
０
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

当初予算

小
学
校
統
廃
合
計
画

問
小
・
中
学
校
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置

事
業
に
つ
い
て
、
本
市
の
目
標
値
は
。

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ
て
お
ら

ず
、
笠
原
小
学
校
の
跡
地
利
活
用
、
道
の

駅
等
、
市
全
体
の
公
共
施
設
の
整
備
状
況

等
を
勘
案
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
人
の
意

見
は
。

答
民
間
活
力
導
入
可
能
性
調
査
で
は
、
地

域
の
自
治
会
長
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
も
含
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
意
見
交
換
し
た
な
か
で
、
ア
ク
セ
ス

性
に
優
れ
、
近
隣
の
広
い
都
市
公
園
と
の

一
体
的
な
利
用
、
ま
た
ク
レ
ア
こ
う
の
す

や
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
と
も
連
携
し
や
す
い

点
で
、
第
二
庁
舎
の
エ
リ
ア
の
方
が
良
い

と
の
意
見
で
し
た
。

当初予算

笠
原
小
学
校
跡
地
利
活
用

事
業

問
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
懇

談
会
の
結
果
は
。

答
希
望
の
施
設
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
施

設
や
ス
ポ
ー
ツ
系
施
設
、
農
産
物
加
工
・

販
売
施
設
が
上
位
で
し
た
。
懇
談
会
は
３

回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
し
、

様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
な
か
で
、
ど
の
世

代
か
ら
も
、
笠
原
小
学
校
の
姿
を
残
し
た

い
、
地
域
の
交
流
、
関
わ
り
を
大
切
に
し

た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

問
説
明
会
申
込
予
定
者
か
ら
の
意
見
は
。

答
地
域
活
性
化
を
望
む
意
見
、
事
業
者
に

当初予算

予
算
総
額
が
過
去
最
高
額

と
な
っ
た
理
由
は

問
予
算
の
総
額
が
３
９
７
億
９
５
０
０
万

円
と
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
が
、
主
な
要

因
は
。

答
社
会
保
障
費
の
自
然
増
に
伴
い
、
扶
助

費
が
約
６
億
円
増
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
約
３
億
７

０
０
０
万
円
の
皆
増
、
令
和
４
年
度
よ
り

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧

奨
の
再
開
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

の
予
防
接
種
事
業
で
約
７
０
０
０
万
円
の

増
。
避
難
所
整
備
に
約
３
億
円
、
放
課
後

児
童
支
援
員
、
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
の

費
用
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
支
給
延
長
に
伴

う
費
用
な
ど
が
、
急
遽
追
加
と
な
っ
た
た

め
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。

当初予算

公
有
財
産
管
理
事
業

問
旧
第
二
庁
舎
解
体

工
事
で
中
央
公
民
館

が
移
転
し
、
第
二
庁

舎
跡
地
の
再
編
と
の

事
だ
が
、
中
央
公
民

館
の
今
後
は
。

答
多
世
代
交
流
の
複

合
施
設
を
建
設
す
る

予
定
で
す
が
、
具
体

旧第二庁舎
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答
本
市
と
し
て
は
、
小
規
模
校
の
デ
メ
リ 

ッ
ト
で
あ
る
人
間
関
係
の
固
定
化
や
、
多

様
な
考
え
方
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な

る
こ
と
な
ど
、
著
し
く
児
童
数
が
少
な
く

な
る
中
で
集
団
的
な
教
育
活
動
に
支
障
が

生
じ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
、
国
が
示
し

て
い
る
12
か
ら
18
学
級
を
目
安
と
し
て
い

ま
す
。

当初予算

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

問
交
通
安
全
施
設
整
備
と
通
学
路
安
全
対

策
工
事
の
実
施
予
定
件
数
と
場
所
は
。

答
交
通
安
全
施
設
整
備
工
事
に
つ
い
て
は

道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
で
25
基
の
新
規
設

置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
画
線

設
置
工
事
で
は
、
要
望
等
に
基
づ
い
た
区

画
線
や
警
戒
標
識
、
防
護
柵
の
設
置
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
通
学
路
安
全
対
策
工

事
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
12
校
の
通
学

路
と
保
育
７
園
の
お
散
歩
コ
ー
ス
で
、
車

止
め
の
設
置
や
路
面
標
示
な
ど
の
安
全
対

策
工
事
を
30
件
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

区
画
線
設
置
工
事
で
は
、田
間
宮
小
学
校
、

広
田
小
学
校
の
２
校
の
通
学
路
で
路
面
標

示
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

当初予算
空
家
等
適
正
管
理
事
業
の

空
家
解
体
工
事
補
助
金

問
３
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

件
数
の
見
込
み
は
。

答
限
度
額
30
万
円
で
、
10
件
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
建
築
住
宅
課
に
提
出
さ
れ
る
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
住
宅
解
体
の

届
出
に
つ
い
て
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
の
旧
耐
震
基
準
の
建
物
で
個
人
が
所
有

し
て
い
る
建
物
が
年
に
約
20
件
あ
り
、
そ

の
う
ち
１
年
以
上
の
利
用
が
な
い
空
き
家

で
、
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
を
対
象
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
申
請
は
そ
の
半
分

以
下
に
な
る
と
想
定
し
、
約
10
件
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

当初予算

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

補
助
金

問
増
額
の
理
由
と
事
業
の
周
知
方
法 

は
。

答
増
額
の
理
由
は
、
令
和
元
年
度
、
２
年

度
は
予
算
額
５
０
０
万
円
、
３
年
度
は
７

０
０
万
円
で
し
た
が
、
い
ず
れ
も
当
該
年

度
内
に
予
算
額
に
達
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
４
年
度
は
１
４
０
万
円
増
額
し
、
８

４
０
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。
周
知
に
つ

い
て
は
、チ
ラ
シ
の
配
布
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
広
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

当初予算

水
道
施
設
運
転
管
理
等

包
括
業
務
委
託
料

問
包
括
的
に
業
務
委
託
を
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
成
果
と
課
題
は
。

答
現
行
の
包
括
業
務
委
託
に
お
け
る
成
果

と
し
て
は
、
浄
水
場
等
の
運
転
管
理
と
電

気
・
機
械
設
備
点
検
、
浄
水
場
施
設
等
の

簡
易
修
繕
・
小
規
模
修
繕
、
ま
た
植
栽
管

理
等
を
包
括
的
に
委
託
す
る
こ
と
で
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
年
間

で
約
１
５
０
０
万
円
の
経
費
削
減
と
な
る

見
込
み
で
す
。
ま
た
、
複
数
の
業
務
委
託

等
を
一
本
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
担
当

職
員
の
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
小
規
模

な
修
繕
は
受
注
者
が
直
接
関
連
業
者
に
依

頼
し
発
注
す
る
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
な
対

応
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
課
題

と
し
て
は
、
多
く
の
業
務
を
包
括
委
託
受

注
者
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
の
担
当
職

員
が
業
務
等
を
経
験
す
る
機
会
が
減
り
、

技
術
力
や
知
識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま 

す
。

当初予算

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
更
新

業
務
委
託
料

問
計
画
更
新
業
務
の
主
な
内
容
は
。

答
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
鴻
巣
市
水
道

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
策
定
か
ら

５
年
目
を
迎
え
る
令
和
４
年
度
ま
で
に
、

総
合
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
当
初

計
画
と
の
乖
離
や
課
題
、
計
画
な
ど
を
反

映
し
、
後
期
５
年
に
向
け
た
見
直
し
を
行

う
た
め
の
審
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
、
人
口

減
少
、
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え

た
水
需
要
予
測
の
再
検
討
、
上
尾
道
路
整

備
に
伴
う
計
画
・
水
道
施
設
整
備
検
討
業

務
委
託
に
伴
う
計
画
等
を
反
映
さ
せ
る
た

め
の
状
況
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当初予算

地
域
防
犯
体
制
支
援
事
業

問
犯
罪
認
知
件
数
の
現
状
と
令
和
４
年
度

以
降
の
方
向
性
は
。

答
犯
罪
認
知
件
数
の
年
度
別
推
移
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
が
７
７
７
件
、
令
和
２

年
が
５
８
８
件
、
３
年
が
５
３
１
件
で
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
講
習
会
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
安
全
、
防
犯
が
保
た
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

当初予算

自
治
会
活
動
支
援
事
業

問
自
治
会
に
対
し
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
自
治
会
運
営
交
付
金
で
は
、
自
治
会
の

育
成
支
援
の
た
め
均
等
割
と
し
て
基
本
金

額
２
万
円
と
世
帯
数
に
６
０
０
円
を
乗
じ
、

交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
推
進
報

償
金
で
は
、
広
報
紙
等
の
配
布
、
地
域
の

環
境
、
暮
ら
し
、
安
全
な
ど
の
行
政
事
務

の
協
力
に
対
し
、
均
等
割
と
し
て
基
本
金

額
１
万
円
と
世
帯
数
に
３
１
５
円
を
乗
じ
、

交
付
し
て
い
ま
す
。
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当初予算

コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育
施
設

管
理
運
営
事
業

問
市
民
に
対
し
入
館
料
を
無
料
に
し
て
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
可
能
性
は
。

答
免
除
規
定
の
中
で
市
と
の
共
催
事
業
の

際
に
は
、
入
館
料
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
う
た
っ

て
い
ま
す
の

で
、
今
後
、
関

係
団
体
と
の
調

整
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

当初予算

大
気
・
土
壌
・
水
質
環
境

対
策
事
業

問
調
査
結
果
の
推
移
は
。

答
今
年
度
の
調
査
結
果
で
す
が
、
初
め
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
し
て
は
、
全
て
の

地
点
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。 

次
に
、
河
川
、
水
路
等
の
水
質
汚
濁
は
、

例
年
17
か
所
程
度
を
設
定
し
て
調
査
を
行 

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
４
か
所
で
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
い
わ
ゆ
る
Ｂ
Ｏ

Ｄ
の
数
値
が
環
境
基
準
よ
り
も
若
干
超
え

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
自
動
車
騒

音
は
、
例
年
違
う
場
所
で
調
査
し
て
い
ま

す
が
、
今
ま
で
に
環
境
基
準
を
超
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当初予算

特
定
健
康
診
査
等
事
業

問
特
定
健
診
の
受
診
率
の
推
移
と
受
診
率

向
上
に
向
け
て
の
啓
発
は
。

答
特
定
健
診
受
診
率
の
法
定
報
告
の
推
移

は
、
平
成
29
年
度
が
44
・
５
％
、
30
年
度

が
46
・
３
％
、
令
和
元
年
度
が
46
・
３
％

と
な
り
、
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
受
診
控
え
か

ら
、
前
年
度
に
比
べ
マ
イ
ナ
ス
６
・
９
ポ

イ
ン
ト
の
39
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
診
率
向
上
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
国
保
だ
よ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
６
月
と
10

月
の
特
定
健
診
受
診
強
化
月
間
に
国
保
年

金
課
職
員
が
オ
レ
ン
ジ
ベ
ス
ト
を
着
用
し

周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
啓
発
用

品
等
を
、
国
保
年
金
課
の
窓
口
、
民
生
委

員
や
自
治
会
長
の
研
修
会
等
で
配
布
し
、

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

条例の一部改正

職
員
の
育
児
休
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問
今
回
の
条
例
改
正
の
対
象
と
な
る
非
常

勤
職
員
と
は
、
ど
の
よ
う

な
職
員
な
の
か
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
、

再
任
用
職
員
、
任
期
付
職

員
で
す
。

問
育
児
休
業
の
取
得
に
あ

た
り
、「
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
」と
あ
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答
例
と
し
て
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
こ

と
に
よ
り
、
人
事
評
価
を
下
げ
る
こ
と
、

非
常
勤
職
員
の
場
合
、
育
児
休
業
を
認
め

な
い
、
任
期
の
更
新
を
し
な
い
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

条例の一部改正
こ
ど
も
医
療
費
、埼
玉
県
内

窓
口
払
い
不
要
へ

問
今
年
10
月
以
降
に
市
外
医
療
機
関
を
受

診
し
た
際
に
も
、
こ
ど
も
医
療
費
の
窓
口

払
い
が
不
要（
現
物
給
付
化
）に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
会
計
時
に
必
要
な
こ
と
は
。

答
自
治
体
ご
と
に
対
象
が
異
な
る
の
で
、

医
療
機
関
で
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
様

式
を
変
更
し
て
新
た
な
受
給
者
証
を
発
行

し
ま
す
。
受
給
者
証
に
は
必
須
事
項
な
ど

を
掲
載
し
ま
す
の
で
、実
際
の
利
用
で
は
、

月
の
初
め
だ
け
で
は
な
く
、
毎
回
受
給
者

証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
県
の
説
明
会
で
は
、
県
の
医
師
会

等
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
な
か
、
医

師
会
等
に
加
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
等

に
も
協
力
依
頼
を
し
ま
す
が
、
協
力
を
得

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
一
部
出
て
く
る
の
で

は
と
い
う
こ
と
で
、
初
回
の
利
用
に
当

た
っ
て
は
、現
物
給
付
化
さ
れ
て
い
る
か
、

医
療
機
関
へ
事
前
に
確
認
し
た
ほ
う
が
よ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

条例の一部改正
鴻
巣
市
消
防
団
給
与
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問
報
酬
が
変
更
に
な
っ
た
背
景
は
。

答
国
に
お
け
る
消
防
団
員
の
処

遇
等
に
関
す
る
検
討
会
で
審
議

が
重
ね
ら
れ
、
消
防
庁
に
お
い

て
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
等

の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
基
づ
い
て
各
市
町
村
の
判
断
で
報
酬
の

額
を
改
め
て
い
ま
す
。

問
出
動
報
酬
の
回
数
の
考
え
方
は
。

答
１
つ
の
命
令
に
対
し
、
１
回
の
出
動
と

い
う
形
で
計
算
し
て
い
ま
す
。
会
議
と
い

う
形
で
招
集
を
か
け
た
の
で
あ
れ
ば
１
回

で
す
が
、
会
議
に
続
け
て
他
の
職
務
が
あ

れ
ば
一
般
的
に
は
複
数
の
命
令
が
下
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

補正予算

小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

問
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
令
和
４
年
度
末
に
は
、
62
・
５
％
の
洋

式
化
と
な
る
予
定
で
す
。
簡
易
的
な
ト
イ

レ
の
改
修
と
大
規
模
改
修
の
２
本
立
て
を

行
い
、
県
平
均
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

和
式
の
ほ
う
が
、
使
い
や
す
い
児
童
等
も

い
ま
す
の
で
洋
式
化
率
１
０
０
％
で
は
な

く
、
お
お
む
ね
90
％
を
目
指
し
て
改
修
を

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
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